
  

 

第１４４２回 例会 ２０２２年 (令和４年) １月２４日 

（職業奉仕月間） 

 

前回（１月１７日）例会記録  

◇プログレス 中井  崇 副ＳＡＡ 

 

１．来客紹介  天野 大樹 親睦委員 

 ゲスト:1名 地区外：１名 地区内：1名 合計:３名 

 ゲスト：米山奨学生 郭 鑫君 

 

２．会長の時間  宮原  彰 会長         

 

 皆さんこんにちは、新年になってコロナ感染者が急に増えてきました。 

新型のオミクロン株の急拡大で、まん延防止等の重点措置を導入する､府県が、これからどうな

って行くのか、気がかりですが、日本としてはこれから先、普通の経済活動や文化活動が出来る

ように、つまりは、コロナの影響を極力抑えて、普通の生活を確保していきたいところだろと思い

ます。そうあってもらいたいところです。 

私達が日常生活の中で実施している感染防止の三蜜や、ソーシャルディスタンス、電車の中

も含めて生活環境を清潔にしておくこと等は、きっちと守ってきましたし、これからもそうしていき

たいと考えております。 

そして、新年にあたりロータリーの奉仕活動について、再認識いたしたく「ロータリー日本 百年史」を取り寄せてみました。 

届けてもらってびっくりしたのですが、コピー用紙のA 4 サイズで ３００ページに分厚い表紙が付いています。 

それだけでも重たいのに「１００人のロータリアン・ロータリーの本棚」１冊「年表・資料」と合わせて３冊のセットになって 

います。 

本日のプログラム                       （本日のプログレス 中井  崇 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「おおロータリー」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ クラブフォーラム 職業奉仕委員会  山川 良知 委員長  ～１４：００ 

・いぬのおまわりさん 

・歌えバンバン 

・えんぴつが一本 



 

 

ポールハリスがシカゴにロータリークラブを作ったのが１９０５年、それから１５年後の１９２０年大正９年に、日本で初めての 

ロータリークラブであります東京ロータリークラブが誕生しています。 

本自体の広報もあまりしていませんが、開いてみると実によくできた記念誌です。 

ポールハリスの事もよく書かれていますし、東京ロータリークラブを作った米山梅吉さんがどういう人物だったのか、人生の 

歩みの中であの時代にして英語と出会ったのはどんな縁があったのか。 

だれが英語を教えたのかわかりやすく納得のいくように書かれています。 

米山さんは明治２０年にアメリカへ留学し、２８年に帰国、３０年に三井銀行に入り、トントン拍子に出世して１２年後４１歳で 

常務取締役に昇進されてアメリカへ視察団で行かれるようになって行きます。 

１９１７年大正６年に政府が派遣した財政調査団のメンバーとして渡米されました。 

その頃、三井物産のダラス支店長をされていたのが、福島喜三次（きさじ）さんで、福島さんはダラスロータリークラブの 

メンバーだったものですから、米山梅吉さんはロータリーの事を知るきっかけとなりまして、後に東京で二人が中心となり、 

ロータリークラブを創立されたのが、１９２０年大正９年１０月２０日という事をとても分かりやすく書かれています。 

それから、３年後、１９２３年9月１日に関東大震災が発生しました。 

情報の通信連絡が大変だったと思いますが、 アメリカのロータリークラブ３７５クラブ、イギリス６０，カナダ４０、その他 

併せて 1７か国、５０３のロータリークラブから支援金が東京ロータリークラブに寄せられています。 

世界のロータリアンの超我の奉仕活動を目にするのですから、驚き感動したと思います。 

東京ロータリークラブの例会も月に１回だったのが、支援をきっかけに毎週の例会になったと書かれていました。 

昭和１０年時代から２０年の敗戦に至る時代、日本は世界の中で孤立を深めて行き、昭和１６年の日米開戦後ロータリーは 

どうなっていったのか、なるほどと、うなずきながら読んでいった記事が沢山ありました。 

この１００年の間に日本各地に素晴らしいロータリアンが大勢おられて、その人達の頑張りで、今日の日本のロータリーの 

ある事が良くわかりました。私達も諸先輩方の遺志を受け継いで、ロータリー活動の発展につとめて参ります。 

本について読んでみたいと思われる方はお知らせください。 

 

３．委員会報告 

◎ 規定情報研修委員会 岡本  茂 委員長 

今年度第 1回目のクラブ研修を、2月 21日（月）6：30より、ホテルサンホワイトにて開催致します。 

案内は本日レターボックスに入れております。 

この研修は、おおむね３年未満の新規入会者を対象としておりますが、昨年受講済みの新入会員にはブラッシュ 

アップのため、また、中堅・ベテラン・チャーターメンバーにも会員相互の交流会の場としてご参加くださいますよう 

お願いします。 

講師は、昨年度同様、澤田会員にお願いしています。また、講義終了後には懇親会も予定をしています。 

懇親会の参加だけでも大歓迎です。 

状況により内容を変更します時には、改めてお知らせ致します。たくさんのご出席、ご参加をお待ちしています。 

 

◎ 職業奉仕委員会 山川 良知 委員長 

来週は職業奉仕フォーラムです。地区職業奉仕委員会では、各クラブにおいて卓話等の機会に職業奉仕をテーマに話しを

するためのモデル案を幾つか用意しており、これを用いることを強く推奨しておりますので、来週のフォーラムも、前半は 

これを使用し、後半は各テーブルで意見交換をしてもらいたいと考えています。皆さん、ご参加のほどお願いいたします。 

 

４．オミクロン感染対策について  片岡 清夫 会員 

1．会員の皆様は各自重要な立場におられるので申し上げるまでもありませんが感染すると影響も大きいと思いますので 

十分お気をつけいただきたいと思います。 

2.今回のオミクロン株について当社の産業医のご意見としては、オミクロン株は空気感染ではなく飛沫感染での感染拡大の

可能性が高いとのことです。その為従来の感染対策をきっちりと取っていれば過度に恐れることはないとのことです。 

3.尚、当社の感染対策についての社内通知は参考にしていただければ幸いです。 



 

５．ロータリー財団ポールハリスフェロー表彰 

ロータリー財団への寄付に対し、次の方々が表彰され、バッジが贈られました。 

 

【マルチプルポールハリスフェロー】 ６回目  澤田 宗久 会員 ・ 甚田 隆康 会員 

         〃             ５回目  平山 明彦 会員 ・ 俣野 富美雄 会員 ・ 井澤 武尚 会員 

       〃             ４回目  西村 文延 会員  

       〃             ２回目  沖 真一郎 会員 

         〃             １回目  岡本 真太郎 会員 

【ポールハリスフェロ-】 藤井 宏明 会員 

 

６．１月米山奨学金授与 

 

宮原会長より、米山奨学生の郭鑫君へ奨学金が授与され、その後簡単にご挨拶を 

されました。 

 

 

 

 

７．ニコニコ報告  井澤 武尚 親睦委員 

相模原RC佐藤典克様・・・・あべのハルカス近鉄さんの個展で大阪に来ています。メイクアップは新鮮でいつも楽しみです。 

                 楽しませていただき、夜の食べ歩きに備えます。 

小島 会員・・・・本日卓話です。よろしくお願いします。 

新川、中西、清水、中井、俣野、山川、沖、岡野、大磯、岩崎、藤井、宮原、天野、原山、井澤、岡本（真）、竹内、野田、 

伊藤、林、中村、岡本（茂）、篠藤、坂本、片岡、北野、平山 

各会員・・・・阪神淡路大震災から２７年、経験を次世代へ 

 

８．出席報告 中井  崇  副ＳＡＡ 

会員総数 ３８名 出席率計算会員数 ３７名 出席会員数 ３３名（内ZOOM３名参加） 出席率 ８９％ 

第１４３９回（1２月１３日） 修正出席率 ９７％ 

 

９．卓  話  「大泉緑地の野鳥」  小島 常男 会員 

 

地下鉄御堂筋線で心斎橋駅から南へ２５分で堺市の新金岡駅に着きます。 

駅から東へ５分ほど歩くと私が毎朝のように散歩している大泉緑地です。 

南側は６車線の大阪中央環状線に接していて、市街地の森のある公園で国内外の 

渡り鳥がやって来ます。 

散歩の途中で撮り溜めた画像を冊子にまとめましたので、それを元に野鳥のあれこれを 

お話したいと思います。 

表紙は何年も探していた連雀です。話には聞いていたのですがなかなか出会えずに 

いたところ、昨冬連雀が散歩道のすぐ横にある低木の赤い実を啄んでいて、大きな望遠 

レンズを構えたカメラマンが２０人ほど来ていたので、その後ろから撮影しました。 

三光鳥の時はゴールデンウィークだったこともあり、５０人くらいのカメラマンがどこから 

聞きつけたのか高い木々の下に集まって樹上にカメラを向けていました。黒い鳥ですが

目の周りとくちばしが水色で尾が長く、異国情緒があり飛ぶ姿も優雅でした。 

 

 



 

時間の都合で端折りますが、軽鴨の雛達も可愛いですし、私の散歩の原動力でもあるカワセミは大泉緑地の宝石の 

ような美しい翡翠の羽根を持っています。 

案外街中の公園にも住んでいるのでご覧になられた方もおられると思います。 

先日古希を迎えましたので健康維持の為にも野鳥探索を兼ねた散歩と、頭の活性化にもなるらしい歌とギターを今後も 

続けて行くつもりです。 

先週の例会で清水会員がシンガポールロータリークラブとの交流を話しておられたので、２０１４年の会長就任式の 

セレモニーに参加した時の前夜祭の画像を持参しました。新入会員の方にも姉妹クラブのことを知っていただけたら 

幸いです。同行された清水会員にも当時の思い出を一言お願いします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◎ 「シンガポールＲＣ８０周年記念例会の思い出」  清水 清一 会員 

 

シンガポール RC８０周年記念例会出席の思い出について少しお話をさせて 

頂きます。 

私が会長であった最終月、つまり我々も次年度会長に引継ぐ時期にシンガポー

ルＲＣより、８０周年の記念例会の招待を受けました。幹事の塩尻さんとも相談をし、

次の会長である小島さん、幹事の堀さん、それに会長時代にシンガポール 

RCへ共に行かせて頂いた小山さんにもお願いし５名で参加しました。 

その計画等については、我がクラブの窓口として塩尻さんに大変お世話になり 

感謝しています。シンガポールへは早朝に到着し、その足でクラブ会員宅での 

ウエルカムパーティーに招待されました。会員の皆様は大変フランクで手厚くおもてなしを頂き、大感激でした。その中で、

半分寝とぼけた顔で下手な英語の挨拶をした事は今も覚えています。また、前夜祭では我々のクラブを含め数か国の姉妹

クラブとしているロータリークラブも参加しました。それぞれの共同奉仕事業の発表もあり、大変な驚きと同時にシンガポール

ＲＣのグローバルな活動とその実績の素晴らしさを痛感しました。その後の親睦パーティでは、歌手のソウルフルなポップの

曲で始まり大喝采で楽しかったのですが、１時間近くも聞き、さすがに疲れてきた中で我がロータリーの小島さんの登場で 

ありました。そしてその歌はギター１本のカントリーミュージックであり、会場がシーンと静まり返った中で堂々と歌い上げられ、

最後は拍手喝采の嵐でありました。歌が全ての人の心に響いたと実感しました。交代式当日は全員タキシード姿で、写真で

見て頂いた様に少し得意気でしょう。会場には数百人が集まり、粛々とセレモニーをこなされていたのは、本当に素晴らしか

ったと思います。その様な素晴らしい体験が出来たのもロータリー活動の素晴らしさと信じます。 

会員の皆様も是非とも機会があれば参加頂けたらと思います。 

 

 

                          ★２月例会予定★ 

 日  司会 プログラム 歌 その他 

 ７  

平和構築と 

紛争予防 

月間 

 

2/5地区研修 

セミナー 

 

2/21 クラブ

内研修会 

 

中井                                             卓話：沖会員 

 

「君が代」 

「四つのテスト」 

お誕生日お祝い 

理事会３１階「カトレア」１３：４０～１４：４０ 

お食事：洋食 

 

１４ 平山                           クラブフォーラム：国際奉仕 

   

「それでこそロータリー」 クラブフォーラム ～１４：００迄延長 

お食事：軽食 

 

２１ 平山  バズセッション：国際奉仕 「奉仕の理想」 お食事：洋食 

 

２８ 平山  フリートーク 「我等の生業」 お食事：和食 


